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2026 年８月４日 

各 位 

会社名 ポート株式会社 

代表者名 代表取締役社長 CEO 春日博文 

（コード番号：7047 東証グロース・福証 Q-Board） 

問い合わせ先 
常務執行役員兼 

財務 IR 部長 
辻本拓 

TEL. 03-5937-6466 

 

投資家Ｑ＆Ａ 
2026年７月 

 
 2026年７月に機関投資家様・個人投資家様より頂戴した主なご質問とその回答についてレポート

いたします。 

 本開示は投資家様への情報発信の強化とフェアディスクロージャーの観点より、毎月第２営業日

に開示を予定しております。また、理解促進のために一部内容の加筆修正を行っております。 

 

 

全体について 

Q. ポートの理念である「社会課題の解決」について、対象となる課題の範囲が非常に広いと感じ

られます。今後は現在注力しているエネルギーと人材の２領域に集約していく方針でしょうか。そ

れとも、新たな課題領域へ新規事業を展開するお考えがあるのか教えてください。 

 

A. 当社は「社会的負債を、次世代の可能性に。」をパーパスに掲げております。日本の数

ある社会課題の中でも、特に労働人口の減少と労働生産性の低迷が深刻であり、社会全

体の生産性向上が最も喫緊の課題であると認識しております。その中で、企業の最大の

経営課題である採用と販促の解決こそが最大のインパクトをもたらすと考え、成約支援

事業を展開しております。 

 

現在はこの考えのもと、成約支援事業としてエネルギー領域における販促支援と人材領

域における採用支援を主力事業として展開しております。双方とも市場規模が非常に大

きく、当社の競争優位性を活かしたシェア拡大の余地が依然として大きいため、まずは

この２領域での中長期的な業績成長を最優先で図る方針です。 

 

一方で、当社の強みであるマルチチャネルマーケティングとセールスの融合によるクラ

イアントの見込み客となるユーザーの集客から成約までを、成果報酬型の報酬体系で支

援する一気通貫型のビジネスモデル は、他領域においても高い再現性を持っています。

そのため、社会全体の生産性向上に寄与する他領域への展開についても、当然ながら選

択肢として検討してまいります。 
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エネルギー領域について 

Q. 7月29日に公表された系統用蓄電所事業の稼働中３ヶ所における収益状況ですが、想定以上と好

調なようですが、業績予想にはその好調な推移として織り込まれているのでしょうか。 

 

A. 系統用蓄電所事業の収益については５月15日に公表しました2027年３月期業績予想に織

り込んでおりますが、系統用蓄電所事業は本格参入初年度（業績予想に織り込むのも初

年度）となりますので、一定程度保守的な前提で織り込んでおります。 

 

従いまして、７月29日公表の系統用蓄電所事業の稼働中３ヶ所の収益状況は、業績予想

に織り込んでいる計画値（想定）を上回る順調な推移となっております。なお、稼働中

３ヶ所のうち２ヶ所が今期第１四半期に収益貢献しており、第２四半期以降に３ヶ所と

も本格的な収益貢献が見込まれております。 

 

 

その他 

Q. 近年の自己資本比率の低下傾向の背景について教えてください。また、財務キャッシュ・フロ

ーが2024年３月期以降プラスで推移し、特に2026年３月期において大幅に増加していますが、その

背景と資金の使い道について教えてください。 

 

A. 当社は、高いオーガニック成長に加え、積極的なM&A等によるインオーガニック成長も図

ることで成長を加速させております。 

 

M&Aの資金調達は基本的に銀行借入を主軸としております。2023年３月期のINE社（20.4

億円）、2024年３月期のFive Line社（5.7億円）、2025年３月期のみん就社（22.5億

円）、2026年３月期のHRteam社（27.6億円）の株式取得に加え、2026年３月期には系統

用蓄電所３ヶ所の開発資金（約10億円）を銀行借入により調達いたしました。これらに

伴い、財務キャッシュ・フローが大きくプラスで推移しております。 

 

オーガニックとインオーガニックによる高い成長により、業績の拡大に伴い純資産額自

体は増加を継続しておりますが、成長フェーズであるため営業キャッシュ・フローを上

回る成長投資を銀行借入中心による資金調達により実行しており、自己資本比率が高ま

りにくい傾向となっております。当社では自己資本比率30%、のれん/純資産倍率100%を

ベンチマークに掲げ、Net Debt/EBITDA倍率やNet Debt/Equity倍率等も注視しながら、財

務健全性と投資効率のバランスを考慮した規律ある運営を徹底してまいります。  
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会社概要 

 
会社名 ：ポート株式会社 

代表者 ：代表取締役社長 CEO 春日博文 

所在地 ：東京都新宿区北新宿 2-21-1新宿フロントタワー5階 

設 立 ：2011年４月 

資本金 ：38百万円（2026年３月末時点） 

URL    ：https://www.theport.jp/ 

 

■本件に関するお問い合わせ  

ポート株式会社：IR担当 

コーポレートサイト：https://www.theport.jp/ 

E-mail： ir@theport.jp TEL：03-5937-6731 

 

※当社ではリモートワーク制度を導入しております。 

お電話が通じにくくなる場合がございますので、 

お問い合わせは E-mailまでお願いできますと幸いです。 

 

https://www.theport.jp/
https://www.theport.jp/

